










































































































































































































































































































































































































































































































たちまち牢獄につながれるほどである。国に帰れても すぐ入牢 身 るから、外国のことばを学んだこ がわかると、難儀 あうこと必定である。
彦太郎は、ポーク号にいる間にだんだんと言葉をおぼえ たいていの用をはたせるようになっていたか 、この旨をトローイとトンプソンに告
げ、その後英語の学習は中止になった。




























































































あとで一同あつまると、世にもふしぎなこ もあるものだ、といって話しあった。日本におれば 人 会い いとおもって なかなか会えぬ
に、異国で同胞に会えたのは神の引き合わせであろうといった。


























にとどまり、キリシタン宗門にでも入れば、おそろ い天罰があるにちが ない。日本へ帰るほかない。力松 言動には注意せねばならぬ。





































































はカリフォルニアの金鉱熱が去らぬうちに一もうけしたいと思っていた。そのためには、軍務からはなれねばならぬが、彦太郎にいっしょにアメリカに帰らないかといった。アメリカに行けば英語をじゅうぶん学べるし、二、三年もすれば日本も開国するだろうから、そのときはわた といっしょに日本を訪れることができる。外国語 通じ、その国の知識をうることは、じぶんひとりのためばかりか、日本政府のためにもなることだとさと た。
しかし、彦太郎はまだその辺の利害がわかるほど齢をとってはおらず、ましてや同国人とわかれて行くことに心細さを感じた。トローイは、も
し日本人の連れがあればアメ カに行くかと、たたみかけて問うと、彦太郎は大 によろこび、それならば考えてもよいといった。そこで彦太郎は、一行のなかでも若い部類 入る亀蔵（二十四歳？）をえ ぶと、そばにいた治作（二十九歳）も、いっしょ 行きたいといったので、トローイは快くこれを許した。
その後、サスケハナ号は、香港にもどり、十一月中ごろまでそこに滞泊した。ついで同艦がマカオに寄ったとき、オーリック提督の許可をえて、
四人（トローイ、彦太郎、亀蔵、治作）は艦をおり、ボートに乗り移った。仲間割れをきらう者 ちは、行かないように引き めようとした。が四人はそれ振り切り ボートをこぎだし、やがてマカオに上陸した。
ポルトガル人のフランクという者のホテルに投宿した。宿 主人は好人物であり よくめんどうをみてくれ 。その後 船で香港に出ると、経































税関長はきみを家に引きとって学校へあげたいといっている、といった。トローイは、こんな好機会はまたとない、といった。彦太郎は、いまの主人がひまをくれれば、ご好意に甘んじるつもりです、というと ピース船長はそれはき と聞き入れてもらえるであろうといっ 。
彦太郎は直ちに蒸気船にのり、ベニシアにもどると、女主人に仔細をはなし、ひまを取りたい旨をつたえた。女主人は給金を四十五ドルまで増


































































サンダースもケリーも、はじめ彦太郎を手ばなすことに反対であったが グウィンがたびたび切に求めるために、賛同した。そこで同年九月二十日、彦太郎はグウィン上院議員ととも フランシスコを出帆し、十月七日にニューヨーク 到着した。二人は直ちにメ










かれを任命してもよい、といった。グウィンは、先刻国務省をおとずれたとき、空席はない といわれた。大統領閣下の恩命によって、とくべつの地位をあたえてほしい、というと、大統領は、ひとつのために官 つく ない、といって断わった。
けっきょく、彦太郎の就職の件は、さたやみとなった。そこで彦太郎は、グウィンのいそうろうとなり、日々本をよんですごしたが、アメリカ
の法律の大要をも勉強した。








































































































































ようであり、ひざまずいて話をした。が 彦太郎はわれもそこもとと運命を同じくする者であり、いまは米国政府の艦で日本に帰るところである、といい、まず立ちたまえというと、相手は勇気をえ、同行させてほしい、 いった。彦太郎はクーパー号にもどる 、ブルック艦長に事情をかたると 政吉を連れて来てもよい った。
そこで彦太郎は、すぐ捕鯨船をおとずれ、船長 会って政吉をすこしの間貸してほ













































た。両人はサスケハナ号で別れて以来の再会であった。岩吉（ダンと呼ばれていた）は、イギリス領事ラザーフォード・オールコック（一八〇九～九七、外交官として福州・上海・広東、のち 江戸に滞在）方で暮らしていた。お互いたずね合うは、いまの境遇であった。 は近々日本駐在のイギリ 総領事として、日本へむかうこと なっていた。
広東をおとずれて二週間ほどすると、岩吉がやって来て、オールコック氏がそこもとに会いたがっている、というので、広東のイギリス領事館









二日後の二十九日、彦太郎は士官にともなわれて碇泊ちゅうのミシシッピー をおとずれると 艦長ニ ルソンや乗組士官らと会い、日本 回
航のときはかならず同行させる とを約束させた。
ついで彦太郎は、新駐日米領事として日本 お むくタウンゼント・ハリス（一八〇四～七八、のち全権公使）に紹介され、神奈川のアメリカ





















































































































































































































































































































































ハフ国 時候は、日本の九月のようである。年中ラシャ（毛織物）一枚を着ておればよい（ 「漂流万次郎帰朝談」 ） 。年中、夏であり、冬のない島である（浜田彦蔵「漂流記」 ） 。当地において気候の変化をみなかった。ただ暑気が強いとおもった 入湯する者 見なかった。多くの者は、海中に入って体を洗うだけである
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